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今
回
の
補
正
予
算
に
あ
る

債
務
負
担
行
為
は
、
長
年
潜

在
化
し
て
い
た
土
地
開
発
公

社
の
負
の
遺
産
を
解
消
す
る

第
一
歩
。
今
回
の
簿
価
額
と

実
勢
価
格
の
差
を
生
ん
だ
の

は
、
あ
い
ま
い
な
購
入
目
的

を
黙
認
し
た
議
会
に
も
原
因

の
一
端
が
あ
る
と
私
は
感
じ

て
い
る
。
現
状
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
毎
年
利
息
が
か
さ

み
、
事
態
は
悪
化
す
る
一
方

で
あ
る
。
先
行
土
地
取
得
に

当
り
、
過
去
の
議
決
が
生
ん

だ
損
失
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
、
行
財
政
運
営
を
や
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
、
賛

成
す
る
。

健
全
化
が
ス
タ
ー
ト

〜
松
伏
町
土
地
開
発
公
社
〜JAさいかつに交換する開発会社の土地

　
松
伏
町
土
地
開
発
公
社
所
有
の
松
葉
、

ゆ
め
み
野
な
ど
の
５
筆
の
土
地
と
、
Ｊ
Ａ

さ
い
か
つ
所
有
の
旧
松
伏
農
協
用
地
を
含

む
２
筆
を
等
価
交
換
し
、
松
伏
町
が
購
入

す
る
。

主
な
質
疑

問　
吉
田　
交
換
予
定
の
鑑

定
評
価
額
で
、
町
の
土
地
開

発
公
社
の
所
有
地
が
５
筆
で

９
千
930
万
円
、
Ｊ
Ａ
さ
い
か

つ
の
所
有
地
が
２
筆
で
９
千

722
万
４
千
円
。
207
万
６
千
円

の
差
額
は
、
許
さ
れ
る
範
囲

の
差
額
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長　
等
価

交
換
の
税
制
上
の
２
割
ル
ー

ル
を
適
用
す
る
と
適
正
で
あ

る
。

問　
南
田　
町
長
の
平
成
22

年
度
の
施
政
方
針
の
中
に

も
、
今
回
の
内
容
は
示
さ
れ

て
な
か
っ
た
。
年
度
途
中
で

計
画
す
る
緊
急
性
と
事
業
の

優
先
度
の
考
え
は
。

答
　
町
長　
開
発
公
社
と
町

と
Ｊ
Ａ
の
三
者
の
意
見
が
ま

と
ま
っ
た
と
き
が
最
適
だ
。

数
年
前
か
ら
こ
の
塩
漬
け
土

地
の
解
消
の
た
め
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
話
が

ま
と
ま
っ
た
の
で
、
当
初
の

施
政
方
針
に
は
な
じ
ま
な
い

案
件
だ
っ
た
。

問　
荘
子　
今
回
取
得
す
る

不
動
産
の
債
務
負
担
行
為

は
、
合
計
す
る
と
２
億
３
千

446
万
円
に
利
息
経
費
を
加
え

た
額
だ
が
、算
定
の
根
拠
は
。

答
　
企
画
財
政
課
長　
今
回

取
得
す
る
不
動
産
、
債
務
負

担
行
為
、
土
地
家
屋
を
入
れ

た
合
計
が
２
億
３
千
446
万

円
。
５
筆
の
土
地
の
簿
価
は

２
億
２
千
144
万
円
で
、
家
屋

は
固
定
資
産
税
評
価
額
と
な

っ
て
い
る
。

問　
山
﨑
（
善
）　
土
地
の

簿
価
が
２
億
２
千
144
万
円

で
、
鑑
定
評
価
額
が
９
千
722

万
４
千
円
。
簿
価
か
ら
取
得

し
た
鑑
定
額
を
引
く
と
１
億

２
千
421
万
７
千
円
に
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
に

な
る
の
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長　
簿
価

で
あ
る
２
億
２
千
100
万
円
で

町
は
購
入
を
し
て
い
く
。

賛　
成

新
自
民
ク
ラ
ブ

荘
子
と
し
か
ず

採
択
の
結
果

全
員
賛
成


